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1. 緒言

2020 年は，新型コロナウイルス感染症が世界的

に流行し，競技会が軒並み延期または中止となり，

競技者のトレーニングや試合計画に大きな影響を及

ぼしたシーズンであった．その中でも 7 月以降は

徐々に競技会が再開されはじめ，男子 110mH では 8

月に実施された Athlete Night Games in FUKUI に

おいて，金井大旺選手（ミズノ）が日本歴代 2位と

なる 13 秒 27 を記録するなど，高いレベルでのレー

スが展開されており，2021 年に延期されたオリン

ピックでの活躍が期待される．

これまでハードル走では，ハードル間に要した時

間を計測し，それらのタイムをレース評価の指標と

して用いるレース分析が行われてきた（柴山ほか，

2010；貴嶋ほか，2016；柴山ほか，2019；柴山ほか，

2020）．本稿では，2020 年シーズンに国内で開催さ

れた主要競技会におけるレース分析結果について，

2019 年に開催されたドーハ世界陸上競技選手権大

会の分析結果を含めて報告する．

2.	 方法

2.1　対象競技会および分析対象者

分析対象とした競技会は以下の 7大会とし，参加

した男子選手のべ 54 名を分析対象者とした．

①セイコーゴールデングランプリ陸上 2020 東京（8

月 23 日，国立競技場・東京）

② Athlete Night Games in Fukui 2020（8 月 29 日，9.98

スタジアム・福井）

③富士北麓ワールドトライアル 2020（9 月 6 日，富

士北麓公園・山梨）

④第 68 回全日本実業団対抗陸上競技選手権大会（9

月 20 日，熊谷スポーツ文化公園・埼玉）

⑤第 104 回日本陸上競技選手権大会（10 月 1 日～ 3

日，デンカビッグスワンスタジアム・新潟）

⑥第 7 回木南道孝記念陸上競技大会（5 月 6 日，ヤ

ンマースタジアム長居・大阪）

⑦第 17 回世界陸上競技選手権大会（9 月 30 日～ 10

月 2 日，カタール・ドーハ）

2.2　分析方法

上記競技会におけるレースを，複数台の高速度ビ

デオカメラを用いて 239.7fps でパンニング撮影し

た．スタートピストルの光が映像に写り込んだ瞬間

を基準として，各カメラの映像を同期して分析を

行った．撮影した映像から，各選手が 10 台のハー

ドルを越える前の踏切脚接地と，越えた後のリード

脚接地のコマを読み取り，所要時間を算出した．こ

のとき，各ハードルの踏切脚接地からリード脚接地

までの時間をハードリングタイム，リード脚接地か

ら次のハードルの踏切脚接地までの時間をインター

バルランタイムとし，二つの和を区間タイムと定義

した．また，スタートシグナルから 1台目ハードル

後のリード脚接地までをアプローチ区間，10 台目

ハードル後のリード脚接地からフィニッシュライン

通過までをランイン区間とし，同様にタイムを算出

した．

ハードル間の距離である 9.14m を各区間タイムで

除することによって，各区間の平均速度を算出し

た．このとき，尾縣（1999）を参考に，アプローチ

区間では着地側の距離として 1.6m を加えた 15.32m

を区間距離とし，ランイン区間では 1.6m を減じた

12.42m を区間距離として平均速度を算出した．ま

た，レース記録と算出項目の関係について検討する

ために，ピアソンの積率相関係数を算出した．
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められなかったことを報告しており，本稿とは逆の

結果を示している．この要因として，分析対象者の

レース記録の範囲が異なることや，分析に使用した

カメラの周波数の差，分析方法の違いなどが考えら

れるが，今後さらに分析対象者を追加し，詳細な分

析を行う必要がある．
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3. 結果および考察

表 1から表 7は，分析対象とした各レースにおけ

るタッチダウンタイム，区間タイム，インターバル

ランタイム，ハードリングタイムおよび区間スピー

ドについて示したものである．表 8 は上記の内容

と一部重複するが，2020 年度 110mH 日本ランキン

グ 10 位以内の選手がシーズンベスト記録を出した

レースと，2019 年に行われたドーハ世界陸上にお

ける決勝進出者の予選，準決勝を含む同大会中のベ

スト記録を出したレースの分析結果について示した

ものである（N=20，レース記録：13.37 ± 0.19 秒）．

表 8の分析結果に関して，図 1に各区間における区

間スピードの分析対象者の平均値とレース記録との

関係を示した．区間スピードはアプローチ区間から

増加し，3-4 台目区間で最も高い値を示すと，その

後は 9-10 台目区間まで漸減した．また，アプロー

チ区間から第 8-9 台目区間にかけて，レース記録と

平均区間スピードに有意な高い負の相関関係が認め

られた．以降の区間では相関係数が漸減し，9-10

台目区間では有意な負の相関関係が認められたが，

ランイン区間では有意な相関関係は認められなかっ

た．加えて，各分析対象者の最速区間における区間

スピードとレース記録の間には，これまでの報告（柴

山ほか，2010；貴嶋ほか，2016；柴山ほか，2019）

と同様に有意な高い負の相関関係が認められ，レー

ス記録の良い選手ほど最速区間における区間スピー

ドが高い傾向を示した．

これらの要因について検討するために，図 2およ

び図 3に区間タイムの構成要素であるインターバル

ランタイム（図 2），ハードリングタイム（図 3）と

レース記録の関係性を示した．その結果，インター

バルランタイムとレース記録には 5-6 台目区間のみ

に有意な正の相関関係がみられ，最速区間における

インターバルランタイムとレース記録に有意な関係

は認められなかった（表 8）．一方ハードリングタ

イムとレース記録には，5，9台目を除く全てのハー

ドルにおいて有意な正の相関関係が認められ，最速

区間におけるハードリングタイムとレース記録にも

有意な正の相関関係が認められた（表 8）．したがっ

て，本研究におけるレース記録の良い選手は，ハー

ドリングタイムが短いことによって高い区間スピー

ドを獲得していたといえる．

柴山ほか（2010）は，2007 年大阪世界陸上出場

者のレース分析を行い，レース記録とインターバル

ランタイムの間に有意な正の相関関係が認められた

一方で，ハードリングタイムとは有意な関係性が認
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表 1　レース分析結果（セイコー GGP 男子 110mH 決勝 2020 年 8 月 23 日）

表 2　レース分析結果（Athlete Night Games in FUKUI 男子 110mH 決勝 2020 年 8 月 29 日）
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表 3　レース分析結果（富士北麓ワールドトライアル 男子 110mH 決勝 2020 年 9 月 6 日）

表 4　レース分析結果（全日本実業団 男子 110mH 決勝 2020 年 9 月 20 日）
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表 5　レース分析結果（日本選手権 男子 110mH 決勝 2020 年 10 月 3 日）

表 6　レース分析結果（木南記念 男子 110mH 決勝 2020 年 10 月 24 日）



－ 154 －

表 7　レース分析結果（ドーハ世界陸上 男子 110mH 決勝 2019 年 9 月 30 日 -10 月 2 日）
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表 8　2020 年度日本ランキング 10 位以内および世界陸上決勝進出者のレース分析結果
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図 1　分析対象者の各区間における平均スピードとレース記録の関係

図 2　分析対象者の各区間におけるインターバルランタイムとレース記録の関係

図 3　分析対象者の各ハードルにおけるハードリングタイムとレース記録の関係


